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　10月14日（日）、金井区子供相撲大会が開催されまし
た。今年は、南条出身で大相撲友綱部屋の現役力士であ
る旭鵬山さんと、同部屋の魁戦龍さんを特別ゲストにお
招きして、金井ひろばに特設土俵を作って行われました。
　大会では、まず力士２人による模範相撲が披露され、
その迫力に会場からは大きな歓声が上がりました。その
後、約50名の子どもたちが力いっぱいに相撲をとって会
場は大いに盛り上がり、また、両力士とのぶつかり稽古も
行われ、子どもたちは滅多に会えない力士との触れ合い
をとても楽しんでいました。

　10月14日（日）、金井区子供相撲大会が開催されまし
た。今年は、南条出身で大相撲友綱部屋の現役力士であ
る旭鵬山さんと、同部屋の魁戦龍さんを特別ゲストにお
招きして、金井ひろばに特設土俵を作って行われました。
　大会では、まず力士２人による模範相撲が披露され、
その迫力に会場からは大きな歓声が上がりました。その
後、約50名の子どもたちが力いっぱいに相撲をとって会
場は大いに盛り上がり、また、両力士とのぶつかり稽古も
行われ、子どもたちは滅多に会えない力士との触れ合い
をとても楽しんでいました。

金井区
子供相撲大会
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日
時

　11
月
17
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

　さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
　
　
「
あ
い
さ
い
」

内
容

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い

・
ね
ず
み
大
根
ほ
か
農
産
物
・
加
工

品
の
販
売

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
店
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
（
抽
選
で
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

・
お
楽
し
み
抽
選
会
（
当
日
直
売
所

で
１
，
０
０
０
円
お
買
い
上
げ
ご

と
に
１
回
抽
選
）
な
ど

　
指
定
の
袋
い
っ
ぱ
い
に
、
畑
か
ら

ね
ず
み
大
根
を
収
穫
し
よ
う
！

日
時

　11
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
　
18
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　中
之
条
の
坂
城
イ
ン
タ
ー
線

沿
い
の
畑
（
国
道
18
号
か
ら
高
速

道
坂
城
Ｉ
Ｃ
に
向
い
、
右
側
の

畑
）※

の
ぼ
り
旗
な
ど
目
印
あ
り

内
容

　１
，
０
０
０
円
で
指
定
の
レ

ジ
袋
１
枚
に
大
根
を
詰
め
放
題

（
町
内
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
店
で
使

え
る
、
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
割
引
券

３
０
０
円
相
当
付
き
）

※

先
着
３
０
０
人
限
定
で
す
。
畑
か

ら
大
根
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　
（
内
線
１
５
２
）

　
有
線
８
８
―
１
０
３
６

　坂
城
町
の
特
産
「
ね
ず
み
大
根
」は
、
晩
秋
を
彩
る
旬
の
伝
統
野
菜
と
し
て
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
名
物
「
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
」
に
欠
か
せ
な
い
素
材
で
あ
り
、「
あ
ま
も
っ
く
ら
」
と
し
た
そ
の
味

（
辛
さ
の
後
に
ほ
の
か
に
感
じ
る
甘
さ
）は
、
坂
城
町
独
特
の
味
覚
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　い
よ
い
よ
収
穫
の
時
期
と
な
り
、
今
年
も
「
ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
ね
ず
み
大
根
の
収
穫

体
験
や
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い
、
販
売
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
坂
城
の
「
ね
ず
み
大
根
」
を
思
い
っ
き
り
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ね
ず
み
大
根
ま
つ
り（
メ
イ
ン
会
場
）

ね
ず
み
大
根
収
穫
体
験

ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
で 

さ
か
き
の
秋
を
楽
し
も
う
！

　
10
月
11
日（
木
）、
農
業
、
工
業
、

商
業
な
ど
の
関
係
者
を
お
招
き
し

て
、「
坂
城
町
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
」

の
担
い
手
と
な
る
北
村
智
洋
さ
ん
と

丸
山
佳
矩
さ
ん
に
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
朝
倉
会
長
か
ら
認
定
証
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
山
梨
県
の
フ
ジ
ッ
コ
ワ

イ
ナ
リ
ー
㈱
の
醸
造
責
任
者
か
ら
、

世
界
の
ワ
イ
ン
の
動
向
と
国
産
ワ
イ

ン
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を

聞
き
、
完
成
間
近
の
巨
峰
ワ
イ
ン
の

試
飲
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
振
興
公
社
が
委
託
醸
造
し
、
地

元
産
巨
峰
を
使
っ
た
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

（
新
酒
ワ
イ
ン
）
が
出
来
ま
し
た
。

甘
く
爽
や
か
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
味

に
仕
上
が
っ
た
こ
の
巨
峰
ワ
イ
ン

を
、
限
定
１
，
０
０
０
本
で
販
売
し

ま
す
。

　
発
売
は
、
11
月
17
日（
土
）の
ね
ず

み
大
根
ま
つ
り
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
振
興
公
社

　
☎
・
有
線
８
１
―
７
０
０
０

オ
リ
ジ
ナ
ル
巨
峰
ワ
イ
ン
販
売
！

▲オリジナル巨峰ワイン

担い手認定証交付の様子

講演会の様子

坂
城
町
ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業

担
い
手
認
定
・
巨
峰
ワ
イ
ン
醸
造

・
町
振
興
公
社
が
委
託
醸
造
し
た
オ

　
リ
ジ
ナ
ル
巨
峰
ワ
イ
ン
の
販
売
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　給与所得者の個人住民税（町民税・県民税）を、地方税
法などにより、原則として所得税の源泉徴収と同様に、
事業者が従業員の給与から「特別徴収（いわゆる給与天引
き）」し、従業員に代わって納税する仕組みのことです。

　
　県と県内全市町村が協力して、個人住民税の特別徴収
を推進します。納税者の利便性を高め、滞納を未然に防
止することを目的に、個人住民税の特別徴収を行ってい
ない事業者に対して、その実施を働きかけます。

実施主体　坂城町を含めた県内全市町村と長野県
実施期間　平成24年10月から
平成24年度の実施内容
・未実施事業者への文書依頼及び個別訪問依頼
・商工団体等関係団体への協力依頼
◎問い合わせ先
　総務課税務係
　☎８２－３１１１（内線１４１）
　有線８８－１０３１　

　税務署では、平成24年分の所得税の確定申告にお
ける青色申告の作成方法や、作成に当たっての注意
点などについての説明会を開催します。

※駐車場が狭いため、自家用車のご利用は極力ご遠
慮ください。
◎問い合わせ先
　上田税務署個人課税第一部門
　☎２１－０４３４

　固定資産税を第１期の納期限（４月末）までに、全額納付の場合、納付額から前納報奨金を減額して納めていた
だいてきましたが、平成25年度からこの前納報奨金制度が廃止になります。

廃止の主な理由

　報奨金の交付は廃止されますが、納付
書または、口座振替により年４回の納付
額を一括して納付する全期前納はできま
す。

①この制度は、戦後の混乱した社会情勢の中で、「税収の早期確保」「納税意識の向上」などを目的として創設
されましたが、近年は金融機関での納税や口座振替が普及・浸透し、更に今年度からコンビニエンススト
アでの納付が開始されるなど、その目的が達成されたこと。
②社会、経済情勢などを考慮し、前納報奨金の交付率引下げを行ってきましたが、個人住民税の前納報奨金
が平成19年度に廃止され、固定資産税のみが前納報奨金対象であることから不公平感が生じていること。
③県内において、多くの市町村が前納報奨金制度を廃止していること。
　※平成24年4月現在、県内で実施している市町村は坂城町を含め5町村です。

◎問い合わせ先　総務課税務係　　　☎８２－３１１１（内線１４１）　有線８８－１０３１
　　　　　　　　総務課収納推進係　☎８２－３１１１（内線１４２）　有線８８－１０３２

引き続き期限内納付にご協力をお願いします！

全期前納は引き続きできます 口座振替で全期前納を選択されている方へ

　口座振替で全期前納を選択されている方には、前納報奨金
廃止にともない、引き続き全期前納の振替を選択されるか、
期別ごと４回の振替に変更されるか、町から送付する書類に
より変更ができます。

個人住民税の特別徴収とは

特別徴収の推進

取り組みの概要

千曲市戸倉創造
館大ホール

上田商工会議所
５階ホール

上田市丸子文化
会館小ホール

12月４日（火） 午後２時～４時

午後１時30分～
　　３時30分

午前10時～正午

午後３時～５時

12月５日（水）

12月７日（金）

12月10日（月）

開催日 開催時間 会場

12月６日（木） 午前10時～正午

午後２時～４時

東御市中央公民
館３階講堂

平成25年度から
固定資産税の前納報奨金制度が廃止になります

青色申告決算等説明会 県と県内全市町村が共同で
個人住民税の特別徴収を推進
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長
期
間
の
血
管
の
傷
み
に
よ
っ
て

起
こ
る
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
が
原

因
で
亡
く
な
る
割
合
が
、
坂
城
町
は

国
や
県
よ
り
も
高
い
状
況
で
す
。

　
平
成
21
〜
23
年
度
に
町
の
国
保
で

心
疾
患
の
手
術
を
受
け
た
全
て
の
方

が
、高
血
圧
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症

を
治
療
中
で
し
た
。特
に
87
・
５
％
の

方
が
高
血
圧
の
治
療
中
で
最
も
高

く
、糖
尿
病
は
75
％
、脂
質
異
常
症
は

56
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
３
つ

の
疾
患
全
て
を
治
療
中
の
方
が
25
％

を
占
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、そ
の
内
、町
の
特
定
健
診

を
受
け
て
い
た
方
は
１
人（
６
・
３
％
）

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
高
血
圧
は
血
管
を
傷
め
る
大
き
な

要
因
で
す
。町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

リ
ス
ク
の
高
い
方
に
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、心
臓
と

脳
の
血
管
を
傷
め
る
リ
ス
ク
が
あ
る

Ⅲ
度
高
血
圧（
最
高
血
圧
１
８
０
以

上
、最
低
血
圧
１
１
０
以
上
）の
方

が
、平
成
20
年
度
に
は
17
人
も
い
ま

し
た
が
、平
成
23
年
度
に
は
９
人
と

な
り
、約
半
数
に
減
り
ま
し
た
。特
定

健
診
を
受
け
て
自
身
の
血
圧
を
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
は
、職
場
で
健
診
を
受

け
た
方
か
ら
そ
の
結
果
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、特
定
健
診
を
受
け
た
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
月
中
旬

に
、
職
場
で
健
診
を
受
け
た
方
に
健

診
結
果
記
入
用
紙
を
お
送
り
し
ま
し

た
の
で
、同
封
し
た
返
信
用
封
筒
で
返

信
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
切
手
は
不
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８
―
１
０
４
７

心疾患と脳血管疾患を原因とする平成20年死亡率
（人口10万人に対する割合）

死亡原因

心疾患

脳血管疾患

国

144.4人

100.9人

県

165.7人

158.2人

坂城町

173.3人

179.5人

血
圧
の
管
理
は
心
疾
患
と
脳
血

管
疾
患
を
予
防
す
る
第
一
歩

町
の
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
に

よ
る
死
亡
率

心
臓
の
手
術
を
受
け
た
方
は
高
血
圧
、

糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
を
治
療
中

ＱＡ
な
ぜ
特
定
健
診
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

坂
城
町
は
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
で
亡
く
な
る
方
が
多

く
、特
定
健
診
は
そ
の
予
防
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
！

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

達成まで、あと

約 990 人

特定健診の
目標

受診率
65％

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
を
経
営
し
て
い
る(

株)

坂
城
町
振
興
公
社
で
は
、
支
配

人
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
地
域
振
興
・
観
光
振
興
に
意
欲

の
あ
る
方
で
、
企
画
・
営

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
手
腕

を
持
ち
、
管
理
職
と
し
て
の

経
験
が
あ
る
人
。

②
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

勤
務
地

　
坂
城
町
大
字
網
掛
２
０
０
２
―
４

　
「
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
」

雇
用
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
26
年
３
月
31
日

　※

雇
用
期
間
は
１
年
で
、継
続
あ
り

　
（
平
成
25
年
１
月
か
ら
3
月
ま
で

　
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
可
）

勤
務
時
間
　
週
40
時
間

休
日
　
週
休
２
日
制

賃
金
と
待
遇

①
基
本
給
　
月
額
20
万
円

②
賞
与
、
支
配
人
手
当
、
通
勤
手

当
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当

あ
り

③
各
種
保
険
加
入

④
年
次
有
給
休
暇
あ
り

主
な
職
務
内
容

①
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
担
う
地

域
の
振
興
事
業

②
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
の
経
営
管

理
全
般

③
特
産
品
の
企
画
及
び
販
売

④
地
域
と
の
連
携
・
調
整

募
集
人
員
　
１
名

応
募
締
切

　
平
成
24
年
11
月
30
日（
金
）

応
募
書
類

　
①
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

　
②
小
論
文

　
　
テ
ー
マ
「
日
帰
り
温
泉
施
設
の

経
営
と
坂
城
町
振
興
公
社
の

こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
」

　
　
（
自
己
Ｐ
Ｒ
、
採
用
後
の
仕
事

へ
の
思
い
を
２
，
０
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
る
。）

　
③
健
康
診
断
書
・
納
税
証
明
書

採
用
決
定
方
法

　
書
類
選
考
（
一
次
）

　
面
接
選
考
（
二
次
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
振
興
公
社

　
（
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
内
）

　
☎
・
有
線
８
１
―
７
０
０
０

募
集
概
要

坂
城
町
振
興
公
社 

支
配
人
募
集

出典：長野県衛生年報
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　介
護
保
険
や
老
人
保
健
福
祉
・
地

域
福
祉
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
次
の
窓
口
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

要
支
援
・
要
介
護
や
援
護
者
、
介
護

保
険
・
老
人
保
健
福
祉
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
坂
城
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　
　
☎
・
有
線
８
１
―
３
５
８
８

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
・
有
線
８
２
―
０
３
３
３

・
役
場
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　
　
（
内
線
１
３
４
）

　
　
有
線
８
８
―
１
０
３
０

地
域
福
祉
全
般
、
介
護
保
険
・
老
人

保
健
福
祉
に
つ
い
て

・
坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
・
有
線
８
２
―
２
５
５
１

　
町
で
は
、
６
名
の
介
護
相
談
員
を

委
嘱
し
、
町
内
の
介
護
老
人
福
祉
施

設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
利
用
者
や

家
族
の
声
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

介
護
相
談
員
と
は

　
介
護
相
談
員
は
、
施
設
利
用
者
や

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
、
苦
情
や
不
満

を
お
聞
き
し
た
り
、
相
談
に
の
る
な

ど
の
ほ
か
、
施
設
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
施
設
の
職
員
と
の
意
見
交
換
や

提
案
を
行
い
ま
す
。

　
施
設
入
所
者
や
そ
の
ご
家
族
が
、

安
心
し
て
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
橋
渡
し
を
し
て
い

ま
す
。

坂
城
町
介
護
相
談
員
〈
敬
称
略
〉

・
北
沢
は
な
江
（
新
地
）

・
潤
賀
志
げ
の
（
北
日
名
）

・
小
林
　
榮
子
（
上
五
明
）

・
竹
内
　
芳
子
（
金
井
）

・
堀
内
由
美
子
（
中
之
条
）

・
中
嶋
美
枝
子
（
戌
久
保
）

　
老
人
保
健
福
祉
、
介
護
保
険
に
係

る
制
度
や
手
続
き
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
今
年
５
月
に
配
布
し
ま
し
た

「
平
成
24
〜
26
年
度
版
　
お
年
寄
り

の
た
め
の
　
老
人
保
健
福
祉
・
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　
（
内
線
１
３
４
）

　
有
線
８
８
―
１
０
３
０

安
心
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に

安
心
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に

介
護
相
談
員
が
介
護
施
設
を

訪
問
し
て
い
ま
す

11
月
11
日
「
い
い
日
、
い
い
日
は
介
護
の
日
」

　
教
育
委
員
の
池
田
睦
夫
さ
ん
（
中

之
条
）
が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
新
た
に
竹
内
正

美
さ
ん
（
上
平
）
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
青
木
典
子
さ
ん
（
南
条
）

が
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
任
期
は
平
成
28
年
９
月

30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

竹
内
正
美
さ
ん（
新
任
）

青
木
典
子
さ
ん（
再
任
）

竹内正美さん

　
す
べ
て
の
住
宅
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住

宅
は
、
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

○
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６
―
２
７
６
―
０
１
１
９

「
消
す
ま
で
は

　出
な
い
行
か
な
い

　離
れ
な
い
」

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
相
談
窓
口

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ご
家
族
と
快
適
な
生
活
を
送
り
、
介
護
者
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
介
護
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
町
で
は
介
護
保
険
制
度
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
い
た
だ
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
金
）〜
15
日（
木
）

町
教
育
委
員
に
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
、
日
本
に
住
所
の
あ
る

全
員
が
、
加
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
職
業
な
ど
に
よ
り
、
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
３
種
類
の
被
保

険
者
種
別
が
あ
り
、
就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
種
別
の
変
更
を
き
っ
か
け
に
、
保
険
料
の
未
納
や
届
出
も
れ
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
自
分
の
被
保
険
者
種

別
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

国
民
年
金
は
日
本
に
住
所
の
あ
る

全
員
が
加
入
し
ま
す

国
民
年
金
は
日
本
に
住
所
の
あ
る

全
員
が
加
入
し
ま
す

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
…
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

11
月
は 

ね
ん
き
ん
月
間 

で
す

11
月
は 

ね
ん
き
ん
月
間 

で
す

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
…
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

11月は ねんきん月間 です

　毎
年
11
月
の
ね
ん
き
ん
月
間
は
、
年
金
制
度
を
よ
り
身
近
に
、
よ
り

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　年
金
制
度
は
、
老
後
の
生
活
や
、
思
わ
ぬ
事
故
・
病
気
で
障
害
を
お

っ
て
し
ま
っ
た
方
や
、
万
が
一
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
残
さ
れ
た
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
大
切
な
制
度
で
す
。

　こ
の
機
会
に
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
生
き
て
い
る
限
り
年
金
が
受
け
取

れ
る
生
涯
の
保
障
で
す
。

※

老
齢
基
礎
年
金
額
（
40
年
間
納
め

　
た
場
合
）
７
８
６
，
５
０
０
円

　
（
平
成
24
年
度
年
額
）

　
加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」
、

死
亡
し
た
場
合
は
、
そ
の
ご
遺
族
に

「
遺
族
年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は「
社
会
保
険
料
控
除
」と

し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
基
礎
年
金
は
２
分
の
１
が
国
庫
負

担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
納
め
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、

年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
後
を
ず
っ
と
支
え
る

終
身
の
年
金

不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
の
年
金

第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
・
学
生
・
無
職
の
人

な
ど

　
保
険
料
を
個
別
に
納
め
ま
す
。

口
座
振
替
や
送
付
さ
れ
た
納
付

書
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。

第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
・
公
務
員
な
ど

　
勤
務
先
で
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
に
加
入
し
ま
す
。国
民

年
金
に
も
自
動
的
に
加
入
し
た

こ
と
に
な
る
た
め
、個
別
に
保

険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

第
３
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

配
偶
者
の
勤
務
先
か
ら
第
３

号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
旨
の

届
出
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。保
険
料
を
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
住
民
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　（
内
線
１
２
2
）

　
有
線
８
８
―
１
０
２
2

後納制度の納付開始及び受給資格期間を短縮
国民年金保険料の納め忘れがある方へ
平成24年10月１日から平成27年９月30日までの３年間に限り

●納付可能期間が10年間に延長されました
　国民年金は、20歳から60歳までの40年の間、国民年金保険料を納めていただくことで、満額の老齢基礎年
金を受給することができる制度です。
　しかし、この間に、保険料を納められなかった場合や、被保険者としての届出を忘れたことにより国民年金の
資格期間がない場合は、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうこと
があり、このような事態を避けるために、平成24年10月１日から、国民年金保険料を納めることができる期間が
過去２年から10年に延長となる後納制度が始まりました。
　具体的には、本年10月から平成27年９月30日までの３年間に限り、平成14年10月分以降の納められなかった
期間の保険料を納めることができるようになりました。

平成27年10月から（予定）

●受給資格期間が10年間に短縮されます

■「ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）」をご利用ください
「ねんきんネット」の利用方法に関するお問い合わせは「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」へ
　TEL ０５７０－０５８－５５５
※050または070から始まる電話でおかけになる場合
　TEL ０３－６７００－１１４４

※受付時間　月～金曜日：午前９時～午後８時　第２土曜日：午前９時～午後５時

納
め
た
保
険
料
分
は

税
負
担
が
軽
減

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

生
涯
の
年
金
額
は

保
険
料
の
１
・
５
倍
以
上
に

年
金
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

年
金
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

①
長
野
南
年
金
事
務
所

　
長
野
市
岡
田
町
１
２
６
―
１
０

　
☎
０
２
６
―
２
２
７
―
１
２
８
7

②
年
金
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
、

役
場
会
議
室
で
毎
月
１
回
（
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

末広町

長野大通り

ローソン

八十二銀行

セブン
イレブン

中御所北

ホテル
信濃路

裾花橋
中御所

裾
花
川

長野南年金事務所

Ｎ

長野
駅

●既に老齢基礎年金を受給している方や、65歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの方は、後納
制度をご利用いただけません。
●後納保険料を納付するためには、事前にお申込みいただき、審査を行う必要があります。審査の結果、
後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。

注 項事意

　平成24年８月10日に「年金機能強化法」が成立し、平成27年10月からは、年金の受給資格期間が、これまで
の25年間（300月）から10年間（120月）に短縮することが予定されています。
　これまで受給資格を満たさなかった方が年金を受給できる場合や、後納制度を利用することで受給できる
ようになる場合があります。

■長野南年金事務所にご相談ください
TEL ０２６－２２７－１２８７（所在地は、６ページを参照してください。）

後納制度・受給資格期間短縮について詳しく知りたい

自分の年金記録を知りたい
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
、
日
本
に
住
所
の
あ
る

全
員
が
、
加
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
職
業
な
ど
に
よ
り
、
第
１
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か
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３
号
ま
で
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類
の
被
保
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者
種
別
が
あ
り
、
就
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や
退
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な
ど
に
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い
変
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ま
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。

　
種
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の
変
更
を
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っ
か
け
に
、
保
険
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の
未
納
や
届
出
も
れ
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
自
分
の
被
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者
種
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を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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金
の
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ト
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金
の
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国
民
年
金
は
日
本
に
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所
の
あ
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加
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ま
す

国
民
年
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日
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に
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所
の
あ
る

全
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加
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ま
す

年
金
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と
世
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の
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え
あ
い
…
年
金
は
あ
な
た
が
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人
公
で
す
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月
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ん
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ん
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で
す

11
月
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ね
ん
き
ん
月
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で
す

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い
…
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

11月は ねんきん月間 です

　毎
年
11
月
の
ね
ん
き
ん
月
間
は
、
年
金
制
度
を
よ
り
身
近
に
、
よ
り

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　年
金
制
度
は
、
老
後
の
生
活
や
、
思
わ
ぬ
事
故
・
病
気
で
障
害
を
お

っ
て
し
ま
っ
た
方
や
、
万
が
一
被
保
険
者
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
残
さ
れ
た
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
大
切
な
制
度
で
す
。

　こ
の
機
会
に
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
生
き
て
い
る
限
り
年
金
が
受
け
取

れ
る
生
涯
の
保
障
で
す
。

※

老
齢
基
礎
年
金
額
（
40
年
間
納
め

　
た
場
合
）
７
８
６
，
５
０
０
円

　
（
平
成
24
年
度
年
額
）

　
加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」
、

死
亡
し
た
場
合
は
、
そ
の
ご
遺
族
に

「
遺
族
年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は「
社
会
保
険
料
控
除
」と

し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
基
礎
年
金
は
２
分
の
１
が
国
庫
負

担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
納
め
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、

年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
後
を
ず
っ
と
支
え
る

終
身
の
年
金

不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
の
年
金

第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
・
学
生
・
無
職
の
人

な
ど

　
保
険
料
を
個
別
に
納
め
ま
す
。

口
座
振
替
や
送
付
さ
れ
た
納
付

書
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。

第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
・
公
務
員
な
ど

　
勤
務
先
で
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
に
加
入
し
ま
す
。国
民

年
金
に
も
自
動
的
に
加
入
し
た

こ
と
に
な
る
た
め
、個
別
に
保

険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

第
３
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

配
偶
者
の
勤
務
先
か
ら
第
３

号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
旨
の

届
出
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。保
険
料
を
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
住
民
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　（
内
線
１
２
2
）

　
有
線
８
８
―
１
０
２
2

後納制度の納付開始及び受給資格期間を短縮
国民年金保険料の納め忘れがある方へ
平成24年10月１日から平成27年９月30日までの３年間に限り

●納付可能期間が10年間に延長されました
　国民年金は、20歳から60歳までの40年の間、国民年金保険料を納めていただくことで、満額の老齢基礎年
金を受給することができる制度です。
　しかし、この間に、保険料を納められなかった場合や、被保険者としての届出を忘れたことにより国民年金の
資格期間がない場合は、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうこと
があり、このような事態を避けるために、平成24年10月１日から、国民年金保険料を納めることができる期間が
過去２年から10年に延長となる後納制度が始まりました。
　具体的には、本年10月から平成27年９月30日までの３年間に限り、平成14年10月分以降の納められなかった
期間の保険料を納めることができるようになりました。

平成27年10月から（予定）

●受給資格期間が10年間に短縮されます

■「ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）」をご利用ください
「ねんきんネット」の利用方法に関するお問い合わせは「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」へ
　TEL ０５７０－０５８－５５５
※050または070から始まる電話でおかけになる場合
　TEL ０３－６７００－１１４４

※受付時間　月～金曜日：午前９時～午後８時　第２土曜日：午前９時～午後５時

納
め
た
保
険
料
分
は

税
負
担
が
軽
減

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

生
涯
の
年
金
額
は

保
険
料
の
１
・
５
倍
以
上
に

年
金
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

年
金
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

①
長
野
南
年
金
事
務
所

　
長
野
市
岡
田
町
１
２
６
―
１
０

　
☎
０
２
６
―
２
２
７
―
１
２
８
7

②
年
金
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
、

役
場
会
議
室
で
毎
月
１
回
（
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

末広町

長野大通り

ローソン

八十二銀行

セブン
イレブン

中御所北

ホテル
信濃路

裾花橋
中御所

裾
花
川

長野南年金事務所

Ｎ

長野
駅

●既に老齢基礎年金を受給している方や、65歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの方は、後納
制度をご利用いただけません。
●後納保険料を納付するためには、事前にお申込みいただき、審査を行う必要があります。審査の結果、
後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。

注 項事意

　平成24年８月10日に「年金機能強化法」が成立し、平成27年10月からは、年金の受給資格期間が、これまで
の25年間（300月）から10年間（120月）に短縮することが予定されています。
　これまで受給資格を満たさなかった方が年金を受給できる場合や、後納制度を利用することで受給できる
ようになる場合があります。

■長野南年金事務所にご相談ください
TEL ０２６－２２７－１２８７（所在地は、６ページを参照してください。）

後納制度・受給資格期間短縮について詳しく知りたい

自分の年金記録を知りたい
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　坂城町は全国的にも雨が少なく晴天率が高いことから、太陽光発電は有望な再生可能エネルギーの一つとし
て、平成22年度から住宅用太陽光発電の補助制度により普及促進を図り、今年で３年目を迎えました。今回、
利用の実態を把握するため、この補助制度を利用された方へアンケートを実施し、対象者84名の内67名の方か
ら回答をいただきました（回収率約８割）ので、その主な結果をお知らせします。

◎問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎８２－３１１１（内線２２５）　有線８８－１０１１

設置した動機は何ですか？
（複数選択可）

①地球に優しいエネルギーだから 
②電気代が節約できるから  
③余剰電力を電力会社が買い取っ
てくれるから
④住宅会社、電気設備会社などか
ら勧められたから 
⑤町・国の補助金制度があるから
⑥その他

Ｑ Ａ 一番は、③「余剰電力の
買い取り」でした。２番

目は②「節約できるから」、３番目
には①「地球環境に対する配慮」
の順となりました。
　なかでも、電力固定価格買取
制度（今年度42円／kwh）や電気
代の節約などが決め手になった
ようです。

解説

導入にあたり、気になったことは
ありますか？（複数選択可）
①発電システムの費用の高さ 
②屋根の面積、形状の制約
③余剰電力の買取単価（希望より
低い）
④補助金の額（希望より低い）
⑤日射量（屋根の向き障害物の影
響等）
⑥特にない
⑦その他

Ｑ Ａ

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0
①　②　③　④　⑤　⑥

21

11

５

60

50

40

30

20

10

0
①　②　③　④　⑤　⑥　⑦

53

２３

12

上記の質問とは逆に、
導入のネックになった

部分の一番は、①「発電システム
の費用の高さ」でした。２番目の
④「補助金の額が希望より低い」
など、初期投資が高いと感じると
回答された方が多くを占めてい
ますが、設置後の電気代の低減
や、売電収入による長期的（概ね
７年～10年）な収支見込みにより
設置されたようです。

解説

Ａ

手間はかからない
52人
78％

Ａ
設置した感想はどうですか？Ｑ

「満足している」、「どちらかといえば満足してい
る」の方が９割を超えており、満足度が高いこ

とがわかりました。
【主な感想】
・社会貢献をしている実感がある。
・節電ができ、電気代が減った。意識が変わった。
・売電量を毎日見るのが楽しみ。　など

解説

Ａ

設置後，エネルギーに対する意識は
変わりましたか？

Ｑ

「とても意識するようになった」と「少しは意識
するようになった」と回答された方が９割で、

環境への意識高揚にも一役買っているようです。
　具体的には、「不要な電灯を消している」「電化製品の
購入時には，省エネタイプを選ぶ」「家族で節電に心掛
けている」などの省エネ行動につながっています。

解説

満足している
２６人
（３９％）

満足している
２６人
（３９％）どちらかといえば

満足している
３９人
（５８％）

どちらかといえば
満足している

３９人
（５８％）

無回答
２人
（３％）

とても意識する
ようになった

３６人
（５４％）

少しは意識する
ようになった

２４人
（３６％）

無回答
１人
（２％）

変わらない
３人（４％）

あまり
変わらない
３人
（４％）

坂城町スマートタウン構想プロジェクト

太陽光発電設置者へアンケートを実施しました

42

33

12

29

６
９

単位：人

単位：人

・後悔している
・どちらかといえば
 後悔している

 0人
（0％）
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　住民基本台帳（住所、氏名、生年月日、性別）の閲覧は、公用・公益上必要と認められる場合に限られており、閲覧
状況を公表するように定められています。平成24年４月１日～平成24年９月30日までの閲覧状況は、次のとおりです。

閲覧日 閲覧者（受託者） 委託者 閲覧目的 対象者及び人数

◎問い合わせ先　住民環境課住民係　☎８２－３１１１（内線１２２）　有線８８－１０２２

住民基本台帳の閲覧状況

中之条分館

金井分館

鼠区

横町区

泉区

網掛分館

大宮区

鼠区

旭ヶ丘区

入横尾区

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

区民名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

敬老会名簿作成

中之条区の75歳以上の方

金井区の70歳以上の方

鼠区の70歳以上の方

横町区の75歳以上の方

泉区の75歳以上の方

網掛区の74歳以上の方

大宮区民

鼠区の70歳以上の方

旭ヶ丘区の60歳以上の方

入横尾区の75歳以上の方

379人

349人

83人

55人

51人

117人

397人

116人

79人

69人

平成24年６月13日

７月17日

８月６日

８月８日

８月14日

８月17日

８月24日

８月28日

８月29日

８月31日

　
男
女
の
人
権
が
等
し
く
尊
重
さ

れ
、
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮

で
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
大
切
さ
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
当
日
は

託
児
所
も
用
意
し
ま
す（
事
前
の
申

込
が
必
要
）の
で
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
い
る
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
１
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
（
開
場…

午
後
１
時
）

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
活
動
発
表
　

　
坂
城
町
女
性
団
体
連
絡
会
に
よ

る
朗
読
劇

　
「
我
が
家
の
家
族
経
営
協
定
」

●
記
念
講
演
　

　
笑
福
亭
松
枝
さ
ん
（
落
語
家
）

　
演
題
「
男
女
共
同
△
で
□
じ
ゃ

な
い
〇
い
世
の
中
」

※

入
場
無
料

※

託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
11
月

　
15
日（
木
）ま
で
に
左
記
へ
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
人
権
・
男
女
共
生
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　
（
内
線
２
２
５
）

　
有
線
８
８
―
１
０
１
１

　
保
護
者
が
、
そ
の
監
護
す
る
児

童（
18
歳
未
満
の
者
）に
対
し
て
す

る
次
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

身
体
的
虐
待

　
身
体
の
痛
み
、
苦
痛
、
外
傷
が

生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を

加
え
る
こ
と
　
　
　
　
　

性
的
虐
待
　

　
児
童
を
性
的
対
象
に
し
た
り
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と

心
理
的
虐
待

　
児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
や
、

心
理
的
外
傷
を
行
う
こ
と

ネ
グ
レ
ク
ト

　
児
童
に
対
し
著
し
い
食
事
の
制

限
、
長
時
間
の
放
置
な
ど
保
護

者
と
し
て
の
監
護
を
怠
る
こ
と

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
有
線
８
２
―
２
２
９
１

福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　
（
内
線
）
１
３
２

　
有
線
８
８
―
１
０
２
６

保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２
―
３
１
１
１

　
（
内
線
）
５
１
２

　
有
線
８
８
―
１
０
４
７

千
曲
警
察
署

　
☎
０
２
６
―
２
７
２
―
０
１
１
０

※

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
虐
待
は
子
ど
も
の
心
と
体
に
深
い
傷
あ
と
を
残
し
、
時
に
は
命
を
奪

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・
再
発
防
止
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
重
要
で
す
。
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
気
に
か
か

る
子
ど
も
」
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
連
絡
ま
た
は
通
報
し
、
児
童
虐
待
の

な
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
と
は

連
絡
・
通
報
先

女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
２

ひ
と

〜
明
日
を
拓
く
共
生
の
ま
ち
〜

ひ
と

ひ   

ら

児
童
虐
待
の
な
い
社
会
に
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無公害しらかば石けんのあっせん

　町保健補導員会では、佐久福祉事
務所「ねば塾」で製造販売している
「しらかば石けん」をあっせんしてい
ます。植物油を配合した水酸化ナトリ
ウムで加水分解して作られており、人
体に安全で自然環境にやさしい石け
んです。衣類の洗濯用、台所洗剤、お
風呂用にと、幅広くご利用いただけま
す。ぜひお試しください。
価格（税込）
・固形石けん５個入り：250円
・粉石けん３kg入り：650円
・洗濯用液体石けん１リットル入り：
650円
・石けん専用仕上げ剤 液体１リットル
入り：650円
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

上田地域産業展2012

　町から㈱ヤマザキアクティブと日機
工業㈱の２社が上田地域産業展
2012に出展します。また、巨大カブト
ムシロボもやってきます。大勢の皆さ
んのご来場をお待ちしています。
日時　11月９日（金）
　　　午前９時30分～午後４時30分
　　　11月10日（土）
　　　午前９時～午後４時
場所　上田城跡公園体育館
　　　第二体育館
◎問い合わせ先
・産業振興課商工観光係
　☎８２－３１１１（内線１５４）
　有線８８－１０３７
・上田商工会議所
　☎２２－４５００

ねずみ大根沢庵漬け体験

　今年もねずみ大根で美味しい沢庵
を漬けましょう。信州「食と収穫」の
祭典スタンプラリーにも参加していま
す。スタンプを集めて応募すると抽選
で素敵な特産品などが当たります。
日時　11月23日（金）午前10時～
場所　びんぐし公園内スパークさかき
費用　3,500円（うどん券付）
持ち物　エプロン、三角巾
　　　　漬物樽（15リットル）
　　　　ゴム手袋（必要な方）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線８２－０１４１

11月は「労働保険適用促進月間」

　労働保険は、労働者を１人以上雇
用している事業主が、業種や事業の
規模、加入の意思の有無にかかわら
ず、必ず加入しなければならない国の
強制適用保険制度です。未加入の事
業主の方は、速やかに手続きをしてく
ださい。
◎問い合わせ先
　篠ノ井公共職業安定所
　☎０２６－２９３－８６０９

長野県最低賃金改正
時間額700円に

　長野県内の事業場で働く全ての労
働者と、労働者を１人でも使用してい
る全ての使用者に適用される「長野
県最低賃金」が、平成24年10月１日か
ら、時間額７００円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をして
みてください。（※特定の産業には産業
別の最低賃金が定められています。）
◎問い合わせ先
　長野労働局労働基準部賃金室
　☎０２６－２２３－０５５５

千曲川の河川敷内樹木伐採公募

　河川敷内の樹木を伐採してくださる
方に、伐採木をお譲りします。
伐採予定箇所
　大望橋直上流右岸の河川敷：25区画
伐採可能量
　１区画約300㎡～600㎡内の樹木
　（ハリエンジュほか）
応募受付締切　11月12日（月）
　（応募者多数の場合は抽選）
伐採作業期間　
　12月上旬～平成25年１月中旬予定
◎問い合わせ先
　千曲川河川事務所管理課
　☎０２６－２２７－９２６１

土地家屋調査士無料相談会

　土地の境界に関するトラブル、土地
建物に関する登記などについて無料
で相談に応じます。
日時　11月27日（火）午後１時～４時
会場　上田市役所南庁舎
※混雑が予想されますので、ご予約し
ていただきお越し下さることをお勧め
します。
◎予約・問い合わせ先
　長野県土地家屋調査士会事務局
　☎０２６－２３２－４５６６

長野県長寿社会開発センター
上小支部活動発表会

　長野県長寿社会開発センター上小
支部では、講演や高齢者の皆さんの
作品展示、ステージ発表を行います。
日時　11月22日（木）
　　　午前９時30分～午後３時
場所　上田市文化センター
参加費　無料
◎問い合わせ先
　上田保健事務所福祉課内
　長寿社会開発センター上小支部
　☎２５－７１２４

11月は
　固定資産税（第４期）
　国民健康保険税（第５期）
　介護保険料（第５期）の納入月
11月の納期限は11月30日（金）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニ等で納付してください（※
介護保険料はコンビニでは納付でき
ません）。11月分の口座振替は、11月
30日（金）に指定口座より振替をしま
すので、振替日前日までに残高をご確
認ください。納付方法や口座の変更
を希望される場合は、11月16日（金）
までに下記へご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

高齢者肺炎球菌ワクチン接種
助成制度を実施中

　高齢者の肺炎を予防するために、
肺炎球菌ワクチン接種の助成制度を
今年６月から実施しています。
対象者　坂城町に住所のある75歳以
上の方で、５年以内に肺炎球菌ワク
チンを接種したことがない方
助成額　2,000円
※接種者は、医療機関で定めた額
（概ね8,000円位）から、2,000円
を引いた額を負担していただきます。
接種方法　保健センターで交付申請
をしてから、坂城町・千曲市内の実
施医療機関で接種してください。
交付申請時の持ち物　印鑑、保険証
◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

介護予防のための
ストレッチ・ヨガ教室

　柔軟性や筋力をアップさせ、若さを
保ちましょう。
期間　12月から平成25年３月までの

隔週火曜日（計８回）
時間　午後１時30分～３時
場所　坂城町ふれあいセンター
持ち物　ヨガマット又は厚手のバスタ

オル
受講料　2,000円
定員　40人（定員になり次第締切）
申込締切　11月26日（月）
◎申込・問い合わせ先
　坂城町ふれあいセンター内
　地域包括支援センター
　☎・有線８１－３５８８

住民環境課からお知らせ

●廃棄物の投棄禁止について
　山林・河川などに廃棄物を投棄す
る事件が発生しています。不法投棄
は刑罰が科されます。絶対にやめてく
ださい。
●犬のフンについて
　犬のフンは飼い主が責任をもって
回収してください。また、犬やネコを
放し飼いにするのはやめてください。
●灯油漏れに注意！
　灯油をホームタンクからポリタンクに
小分けする時は、そばから離れずに、灯
油漏れの無いように注意してください。
　万が一、灯油漏れが発生した場合
は、すぐに消防署か役場に連絡し、応
急措置として灯油の上に新聞紙や布
をかけて流出を防いでください。水を
かけて流すことは被害の拡大につな
がりますので、絶対にやめてください。
◎問い合わせ先
　住民環境課環境保全係
　☎８２―３１１１（内線１２５）
　有線８８―１０２５

第13回坂城町大菊花展

　町内の菊愛好家の皆さんが、丹精
込めて育てた色とりどりの菊を展示し
ます。秋を代表する花“菊”の美しく咲
く姿を、この機会にご覧ください。
期間　11月２日（金）～５日（月）
　　　午前９時～午後４時30分
　　　（５日は正午まで）
場所　文化センター大会議室
作品数　約370点
主催　坂城町菊花愛好会

サカキJAZZ愛好会主催
第１回チャリティージャズコンサート

　サカキJAZZ愛好会では、チャリ
ティージャズコンサートを開催します
ので、ぜひ足をお運びください。なお、
チケットの売上げの一部を坂城町社
会福祉協議会ヘ寄付します。
日時　11月25日（日）
　　　開場：午後２時30分
　　　開演：午後３時
※午後3時40分から、こどもジャズダ
ンスの発表があります。
会場　坂城テクノセンター大研修室
チケット　
　前売り券…一般　：2,000円
　　　　　　中高生 ：1,500円
　当日券……一般　：2,500円
　　　　　　中高生：2,000円
※乳幼児・小学生はご遠慮ください。
◎問い合わせ先
　サカキJAZZ愛好会　山本さん
　☎８２－６１２１

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

（ ）

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

ロードサービス
お車のことならなんでも

お客さまの生活をまもり安心をお届けする

365日24時間
　　　　受付！

365日24時間受付！

★エンジン洗浄はグリーン購入法特定調達品目です。

（８２）７０４３
T E L0 2 6 - 2 8 5 - 9 1 7 1 担当 竹之内

私たち、NPO法人グリーンプレイスプロジェクトは、サッカーを通じて園児の運動能力の基礎づ
くりを致します。ぜひご参加ください。無料体験もできます。毎週木曜日   びんぐし公園内スパー
クさかき   夕方５時～６時　月会費３,０００円　詳しくはお問い合わせください。
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無公害しらかば石けんのあっせん

　町保健補導員会では、佐久福祉事
務所「ねば塾」で製造販売している
「しらかば石けん」をあっせんしてい
ます。植物油を配合した水酸化ナトリ
ウムで加水分解して作られており、人
体に安全で自然環境にやさしい石け
んです。衣類の洗濯用、台所洗剤、お
風呂用にと、幅広くご利用いただけま
す。ぜひお試しください。
価格（税込）
・固形石けん５個入り：250円
・粉石けん３kg入り：650円
・洗濯用液体石けん１リットル入り：
650円
・石けん専用仕上げ剤 液体１リットル
入り：650円
◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

上田地域産業展2012

　町から㈱ヤマザキアクティブと日機
工業㈱の２社が上田地域産業展
2012に出展します。また、巨大カブト
ムシロボもやってきます。大勢の皆さ
んのご来場をお待ちしています。
日時　11月９日（金）
　　　午前９時30分～午後４時30分
　　　11月10日（土）
　　　午前９時～午後４時
場所　上田城跡公園体育館
　　　第二体育館
◎問い合わせ先
・産業振興課商工観光係
　☎８２－３１１１（内線１５４）
　有線８８－１０３７
・上田商工会議所
　☎２２－４５００

ねずみ大根沢庵漬け体験

　今年もねずみ大根で美味しい沢庵
を漬けましょう。信州「食と収穫」の
祭典スタンプラリーにも参加していま
す。スタンプを集めて応募すると抽選
で素敵な特産品などが当たります。
日時　11月23日（金）午前10時～
場所　びんぐし公園内スパークさかき
費用　3,500円（うどん券付）
持ち物　エプロン、三角巾
　　　　漬物樽（15リットル）
　　　　ゴム手袋（必要な方）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジわくわくさかき
　☎・有線８２－０１４１

11月は「労働保険適用促進月間」

　労働保険は、労働者を１人以上雇
用している事業主が、業種や事業の
規模、加入の意思の有無にかかわら
ず、必ず加入しなければならない国の
強制適用保険制度です。未加入の事
業主の方は、速やかに手続きをしてく
ださい。
◎問い合わせ先
　篠ノ井公共職業安定所
　☎０２６－２９３－８６０９

長野県最低賃金改正
時間額700円に

　長野県内の事業場で働く全ての労
働者と、労働者を１人でも使用してい
る全ての使用者に適用される「長野
県最低賃金」が、平成24年10月１日か
ら、時間額７００円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をして
みてください。（※特定の産業には産業
別の最低賃金が定められています。）
◎問い合わせ先
　長野労働局労働基準部賃金室
　☎０２６－２２３－０５５５

千曲川の河川敷内樹木伐採公募

　河川敷内の樹木を伐採してくださる
方に、伐採木をお譲りします。
伐採予定箇所
　大望橋直上流右岸の河川敷：25区画
伐採可能量
　１区画約300㎡～600㎡内の樹木
　（ハリエンジュほか）
応募受付締切　11月12日（月）
　（応募者多数の場合は抽選）
伐採作業期間　
　12月上旬～平成25年１月中旬予定
◎問い合わせ先
　千曲川河川事務所管理課
　☎０２６－２２７－９２６１

土地家屋調査士無料相談会

　土地の境界に関するトラブル、土地
建物に関する登記などについて無料
で相談に応じます。
日時　11月27日（火）午後１時～４時
会場　上田市役所南庁舎
※混雑が予想されますので、ご予約し
ていただきお越し下さることをお勧め
します。
◎予約・問い合わせ先
　長野県土地家屋調査士会事務局
　☎０２６－２３２－４５６６

長野県長寿社会開発センター
上小支部活動発表会

　長野県長寿社会開発センター上小
支部では、講演や高齢者の皆さんの
作品展示、ステージ発表を行います。
日時　11月22日（木）
　　　午前９時30分～午後３時
場所　上田市文化センター
参加費　無料
◎問い合わせ先
　上田保健事務所福祉課内
　長寿社会開発センター上小支部
　☎２５－７１２４

11月は
　固定資産税（第４期）
　国民健康保険税（第５期）
　介護保険料（第５期）の納入月
11月の納期限は11月30日（金）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニ等で納付してください（※
介護保険料はコンビニでは納付でき
ません）。11月分の口座振替は、11月
30日（金）に指定口座より振替をしま
すので、振替日前日までに残高をご確
認ください。納付方法や口座の変更
を希望される場合は、11月16日（金）
までに下記へご連絡ください。
◎連絡・問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

高齢者肺炎球菌ワクチン接種
助成制度を実施中

　高齢者の肺炎を予防するために、
肺炎球菌ワクチン接種の助成制度を
今年６月から実施しています。
対象者　坂城町に住所のある75歳以
上の方で、５年以内に肺炎球菌ワク
チンを接種したことがない方
助成額　2,000円
※接種者は、医療機関で定めた額
（概ね8,000円位）から、2,000円
を引いた額を負担していただきます。
接種方法　保健センターで交付申請
をしてから、坂城町・千曲市内の実
施医療機関で接種してください。
交付申請時の持ち物　印鑑、保険証
◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

介護予防のための
ストレッチ・ヨガ教室

　柔軟性や筋力をアップさせ、若さを
保ちましょう。
期間　12月から平成25年３月までの

隔週火曜日（計８回）
時間　午後１時30分～３時
場所　坂城町ふれあいセンター
持ち物　ヨガマット又は厚手のバスタ

オル
受講料　2,000円
定員　40人（定員になり次第締切）
申込締切　11月26日（月）
◎申込・問い合わせ先
　坂城町ふれあいセンター内
　地域包括支援センター
　☎・有線８１－３５８８

住民環境課からお知らせ

●廃棄物の投棄禁止について
　山林・河川などに廃棄物を投棄す
る事件が発生しています。不法投棄
は刑罰が科されます。絶対にやめてく
ださい。
●犬のフンについて
　犬のフンは飼い主が責任をもって
回収してください。また、犬やネコを
放し飼いにするのはやめてください。
●灯油漏れに注意！
　灯油をホームタンクからポリタンクに
小分けする時は、そばから離れずに、灯
油漏れの無いように注意してください。
　万が一、灯油漏れが発生した場合
は、すぐに消防署か役場に連絡し、応
急措置として灯油の上に新聞紙や布
をかけて流出を防いでください。水を
かけて流すことは被害の拡大につな
がりますので、絶対にやめてください。
◎問い合わせ先
　住民環境課環境保全係
　☎８２―３１１１（内線１２５）
　有線８８―１０２５

第13回坂城町大菊花展

　町内の菊愛好家の皆さんが、丹精
込めて育てた色とりどりの菊を展示し
ます。秋を代表する花“菊”の美しく咲
く姿を、この機会にご覧ください。
期間　11月２日（金）～５日（月）
　　　午前９時～午後４時30分
　　　（５日は正午まで）
場所　文化センター大会議室
作品数　約370点
主催　坂城町菊花愛好会

サカキJAZZ愛好会主催
第１回チャリティージャズコンサート

　サカキJAZZ愛好会では、チャリ
ティージャズコンサートを開催します
ので、ぜひ足をお運びください。なお、
チケットの売上げの一部を坂城町社
会福祉協議会ヘ寄付します。
日時　11月25日（日）
　　　開場：午後２時30分
　　　開演：午後３時
※午後3時40分から、こどもジャズダ
ンスの発表があります。
会場　坂城テクノセンター大研修室
チケット　
　前売り券…一般　：2,000円
　　　　　　中高生 ：1,500円
　当日券……一般　：2,500円
　　　　　　中高生：2,000円
※乳幼児・小学生はご遠慮ください。
◎問い合わせ先
　サカキJAZZ愛好会　山本さん
　☎８２－６１２１

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

（ ）

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

ロードサービス
お車のことならなんでも

お客さまの生活をまもり安心をお届けする

365日24時間
　　　　受付！

365日24時間受付！

★エンジン洗浄はグリーン購入法特定調達品目です。

（８２）７０４３
T E L0 2 6 - 2 8 5 - 9 1 7 1 担当 竹之内

私たち、NPO法人グリーンプレイスプロジェクトは、サッカーを通じて園児の運動能力の基礎づ
くりを致します。ぜひご参加ください。無料体験もできます。毎週木曜日   びんぐし公園内スパー
クさかき   夕方５時～６時　月会費３,０００円　詳しくはお問い合わせください。

昨年の様子昨年の様子
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　日
々
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
は
、体
が
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
必
要
と
す
る
血
液
量
も
増
え
、貧
血
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　食
生
活
に
気
を
つ
け
て
貧
血
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　　立
ち
く
ら
み
や
め
ま
い
だ
け
で

な
く
、勉
強
が
は
か
ど
ら
な
い
、イ

ラ
イ
ラ
す
る
、疲
れ
や
す
い
な
ど
も
、

貧
血
の
サ
イ
ン
で
す
。

　激
し
い
運
動
で
血
液
中
の
赤
血
球

が
損
傷
し
や
す
い
の
で
、男
女
問
わ
ず

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　レ
バ
ー
、あ
さ
り
な
ど
に
多
い
鉄
分
は
体
に
吸
収
さ

れ
や
す
く
、ま
た
野
菜
や
大
豆
な
ど
に
多
い
鉄
分
も
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
と
一
緒
に
と
る
と
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。　赤

血
球
を
作
る
材
料
と
な
る
た

ん
ぱ
く
質
を
と
る
こ
と
も
大
切
で

す
。肉
、魚
、大
豆
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

交番だより交番だより

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

学校だより学校だより
村上小学校４年生の取り組み

「
ね
ん
土
作
品
作
り
」
　
　
　
　
　水
庫
朱
理

　　わ
た
し
た
ち
は
、今
年
学
校
に
あ
る
か
ま
を
使
っ
て

ね
ん
土
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ね
ん
土
作
品
を
作
る
と
聞
い
て
、わ
た
し
は
、や
っ

た
ー
と
思
い
ま
し
た
。

　じ
っ
さ
い
に
作
っ
て
み
る
と
、こ
ま
か
い
穴
を
ふ
さ
ぐ

と
こ
ろ
や
、形
を
つ
く
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、け
っ
こ
う
む

ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、色
を
つ
け
る
時
は
、楽
し
く
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　で
き
た
作
品
を
見
て
、色
の
こ
さ
や
形
が
う
ま
く
で

き
て
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。友
だ
ち
の
作
品
を
見
る
と
、

形
や
、ね
ん
土
に
ほ

っ
た
絵
が
、
う
ま
く

で
き
て
い
て
す
ご
か

っ
た
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、い

ろ
い
ろ
な
形
の
作
品

を
、作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

「
月
か
げ
と
の
交
流
」
　
　
　
　
　宮
原
志
帆

　　わ
た
し
た
ち
村
上
小

学
校
四
年
生
は
、一
学
期

か
ら
、地
い
き
の「
と
も
い

き
ラ
イ
フ
月
か
げ
」と
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
、交
流
で
は
、い

っ
し
ょ
に
で
き
る
ゲ
ー
ム

や
車
イ
ス
の
体
験
な
ど
を

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
わ
た
し
が
心
に
の
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
、二
つ
あ
り
ま
す
。

　一
つ
目
は
、と
も
い
き
ラ
イ
フ
月
か
げ
に
行
っ
て
、い

ろ
ん
な
体
験
を
し
た
こ
と
で
す
。車
イ
ス
に
乗
る
体
験

を
し
ま
し
た
。な
か
な
か
う
ま
く
そ
う
作
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、力
が
い
る
の

で
、た
い
へ
ん
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
、と
も
い
き
ラ
イ
フ
月
か
げ
の
み
な
さ
ん

と
、手
あ
そ
び
を
し
た
こ
と
で
す
。大
阪
風
の
歌
で
し

た
。い
ろ
ん
な
大
阪
の
名
物
を
し
ょ
う
か
い
し
た
歌
で

し
た
。と
て
も
お
も
し
ろ
い
歌
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、も
っ
と
月
か
げ
の
み
な
さ
ん
と
い
ろ

ん
な
こ
と
を
し
て
、楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　通
学
・
通
勤
時
間
帯
な
ど
は
、
地
域
で
子
ど
も

と
女
性
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
侵
入
犯
罪
の
防
止

　鍵
を
か
け
て
外
出
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
見

知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら「
何
か
ご
用
で
す
か
」

と
声
を
か
け
、不
審
な
車
に
つ
い
て
は
ナ
ン
バ
ー

を
メ
モ
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
万
引
き
、
自
転
車
盗
難
の
防
止

　万
引
き
を
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な

い
」
た
め
に
、
商
店
な
ど
は
死
角
を
作
ら
な
い

工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
盗
難
さ
れ
る

自
転
車
は
、
ほ
と
ん
ど
が
無
施
錠
で
す
。
施
錠

す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

町
内
で
発
生
し
た
最
近
の
事
件

　10
月
に
米
20
袋
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
農
家
の
方
は
、
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管

す
る
こ
と
、
早
期
に
出
荷
す
る
こ
と
な
ど
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

食育だより食育だより食育だより食育だより

ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
？

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
は
特
に
注
意
！

鉄
分
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
し
っ
か
り
と
ろ
う
！

た
ん
ぱ
く
質
も
忘
れ
ず
に
！

成
長
期
と
貧
血

坂城町交番 ☎・有線 82‒2008
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　３回目（今年、最終）のうさぎグループが
スタートします。生後３～10ヶ月の赤ちゃん
とママさん、ご参加ください！
　毎回、赤ちゃんマッサージをして、腹ばい
からハイハイへの成長や赤ちゃんの笑顔がか

わいい！また、ママさんたちが親しくなってとても和やか
な雰囲気でうれしいです。

今月の相談日

支援センターでの相談（細江家庭相談員）　午後５時まで
６日・27日：午前９時～、13日・20日：午後２時30分～

保育園栄養士による食育相談…随時
お申し込みにより日時を決めて行います。離乳食、
幼児食、食べ方など、気軽にご相談ください！

保育園での相談
酒井相談員

28日(水)午前9時～午後１時
14日(水)午前9時～午後１時
   7日(水)午後2時～午後５時

センターへの持ち物：水分補給にお茶、オムツ、おしりふき、
　　　　　　　　　お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

南条
坂城
村上

細江相談員
13日(火) 午前9時～午後２時
20日(火) 午前9時～午後２時
27日(火) 午前9時～午後２時

坂城町の「育メン」紹介！

尾﨑　製吾さん（四ツ屋）
　天斗くん、陽向くんの双子のパパは、朝
ごはんを食べさせて出勤します。夜はママ
が夕食を作っている間に一人ずつお風呂に
入れてくれます。
　休みの日は買い物などいろいろ連れ出し
てくれます。ママがしたいことがあると、
二人を見てくれます。そんなパパをママも
子どもたちも大好きです。
　パパ「双子で２倍大変だけど、成長する
のも２倍でとても楽しみです！」

１日（木）

29日（木）

８日（木）講座「１才までの子育て＆あそび」⑤

講座「１才までの子育て＆あそび」①

午前９時45分
から受付

午前10時

午後１時30分

日程 時　間内　　　容
11

11
赤ちゃん小組（毎週水曜日）

７日：親子リズム（武道館）
14日：バザー準備
21日：バザー準備
28日：クッキング
リーダー：依田　映さん

13日：手塚よし子講師
　　「子どものやる気を引きだすには」
リーダー：太田とよ子さん

９日：わくわくまつり準備
16日：10月、11月お誕生会＆お話・手遊び
リーダー：塚田しのぶさん

６日：わくわくまつり準備
20日：親子体操＆えほん読み
リーダー：澤崎美紀さん

２日、30日

親子イングリッシュ（第１・５金曜日）

みぃつけた！（第１・３火曜日）

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・３金曜日）

スコーレ母親教室（第２火曜日）

２日（金）

午前10時

子育て講座「乳幼児の救急法」

26日（月）

24日（土）

２才あそび教室「親子リトミック」
持ち物：親子ともに運動靴

開館日・親子の会

ボランティア懇話会

午前10時

午前中

20日（火）

16日（金）マザーリーフの会

15日（木）

図書の交換日
（前日までに絵本の返却をお願いします）

１才までの子育て＆あそび　新規募集！

日程　11月26日（月）、12月７日（金）、12月17日（月）、
　　　１月18日（金）、２月15日（金）
時間　午前10時～11時頃

午前10時

午前10時

午後１時

保育園と合同コンサート
２才児が対象です

わくわくまつり（坂城保育園リズム室）
あそび・おやつコーナーや人形劇など
楽しさいっぱい！

10日（土）開館日 午前中

午前10時
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粗大ごみの回収

相談日　　11月

粗大ごみの回収に合わせてビン・缶・ペット
ボトル・布類・有害ごみ・プラスチック容器
包装・紙容器包装・古紙類の収集を行う「サ
ンデーリサイクル」を実施していますのでご
利用ください。

18 日（日）
午前 8時 30 分～10 時

びんぐしの里公園　駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

社協結婚
相　　談

障がい者（児）
相  　　談

ハローワーク
出張相談

行政相談

年金相談

   9 日（金）
20日（火）

10日（土）

午前 9時～正午
役場第 4会議室（3階）

午前 9時～正午
文化センター2階相談室

15日（木）
午前 9時～正午
役場第５会議室（３階）

21日（水）
午前 9時～午後 4時
役場第３会議室（３階）

12日（月）
26日（月）

午前10時～午後 3時
坂城テクノセンター

14日（水）
午後 1時 30分～ 4時

役場第 5会議室（３階）

28日（水）文化センター相談室

９日・20日とも司法書士による
法律相談をあわせて開設

※相談希望の場合は、11月13 日（火）までに電話
で住民環境課住民係【☎82－3111（内線122）有
線88－1022】へお申し込みください。

（平成 24年10月1日現在）

（平成 24年 9月中）

※　（　）は前月比
世帯数　　　　　　６,０３７世帯　　（－  5）
人　口　　　　　１６,０３６人　　　（－19）
　男　　　　　　　７,９０９人　　　（－  8）
　女　　　　　　　８,１２７人　　　（－11）

※累計は１月から、（　）は前年比
件　数　　5件　　累計　46件（＋ 5）
死　者　　0人　　累計　   0 人（± 0）
負傷者　　5人　　累計　60人（＋ 3）

武市医院　　　　　　　   【中　之　条】 ☎・有線  82－2606
菅谷医院　　　　　　　   【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1024
安川整形外科クリニック　   【千曲市屋代】 ☎ (026)273－6611
あかいけ歯科クリニック　   【　　鼠　　】 ☎　　　 81－3377
松尾医院　　　　　　　  【　立　町　】 ☎・有線 82－2013
島谷医院　　　　　　　  【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1201
鴇沢眼科　　　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)272－0031
こみやま歯科医院　　　   【千曲市力石】 ☎　　　 81－7011
村上堂大井クリニック　　 【　網　掛　】 ☎　　　 81－3131
千曲中央病院　　　　　  【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1212
しおいり歯科医院　　　　【千曲市雨宮】 ☎ (026)273－8080
二階堂医院　　　　　　  【千曲市磯部】 ☎ (026)275－5582
中沢医院　　　　　　　  【千曲市小島】 ☎ (026)272－0131
鴇沢内科クリニック　　     【千曲市屋代】 ☎ (026)272－3713
関歯科医院　　　　　　  【千曲市粟佐】 ☎ (026)285－0418
長野寿光会上山田病院　  【千曲市上山田】 ☎ (026)275－1581
中沢内科医院　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1013
坂口整形外科　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)273－8680
長野寿光会上山田病院歯科室 【千曲市上山田】 ☎ (026)276－0300
森本眼科クリニック　　　  【千曲市内川】 ☎ (026)285－0020
千曲中央病院　　　　　  【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1212
あんず歯科クリニック　　  【千曲市須坂】 ☎ (026)214－6654
安里医院　　　　　　　  【千曲市内川】 ☎ (026)275－7800
おの内科小児科クリニック   【千曲市寂蒔】 ☎ (026)261－3660
かつの耳鼻咽喉科　　　  【千曲市粟佐】 ☎ (026)274－3387
渡辺歯科医院　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－1313

　11月3日（土）

　    　4日（日）

　　  11日（日）

　　  18日（日）

　　  23日（金）

　　  25日（日）

　12月2日（日）

　※診療時間　医科：午前9時～午後5時　歯科：午前9時～正午
　※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される場
　　合は電話、新聞などで確認してください。

当番医（医科・歯科）

11月の健診
☆乳幼児健診☆（実施場所は保健センター）
4か月児健康診査 （平成24年7月生）　22日（木）　　　   午後1時集合
7か月児健康相談 （平成24年4月生）　28日（水）　　　   午前9時集合
10か月児健康相談  （平成24年1月生）　27日（火）　　　  午前9時集合　
2歳児健康相談　  （平成22年7月生～8月生）　１日（木） 午前9時集合　
3歳児健康診査　  （平成21年5月1日生～7月7日生） 16日（金） 午後1時集合

結
婚
相
談
所

と
き
め
き

ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

　
坂
城
町
・
千
曲
市
社
会
福
祉
協

議
会
結
婚
相
談
所
で
は
、
結
婚
を

望
む
方
の
た
め
に
出
会
い
の
き
っ

か
け
作
り
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
８
日（
土
）

　
　
　
午
後
３
時
〜
８
時
30
分

場
所
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
（
長
野
駅
前
）

対
象
　
25
歳
〜
45
歳
の
結
婚
を
真

剣
に
考
え
る
独
身
の
男

女
各
20
名
（
初
婚
・
再

婚
は
問
い
ま
せ
ん
）

男
性…

坂
城
町
・
千
曲
市

在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

女
性…

年
齢
以
外
の
制

限
な
し

会
費
　
男
性
６
，
０
０
０
円

　
　
　
女
性
４
，
０
０
０
円

申
込
締
切

　
　
　
11
月
20
日（
火
）

　
　
　※

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
・
有
線
８
２
―
２
５
５
１
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11月の番組表

4日（日）

6日（火）

7日（水）

8日（木）

11日（日）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

18日（日）

20日（火）

25日（日）

28日（水）

楽しい民話

明日の農業

こちら119番

わが家の花
は元気です

楽しい民話

信号は赤です

税務署だより

川　　　柳

楽しい民話

明日の農業

楽しい民話

明　る　い
消 費 生 活

にせ本尊
旭ヶ丘　中村秀子さん
農機具の手入れ

JAちくま　島田センター長
119番通報について

消防署
植物の管理

御所沢　前沢新一さん
切りたくもあり 切りたくもなし
込山　岡田由貴子さん
交通事故防止
坂城町交番
税を考える週間
上田税務署
ＪＡ文芸から

選者　中沢月人さん
馬の尻に札

金井　青木典子さん
農事の管理

JAちくま　池田営農指導員
金　太　郎

鼠　玉井かつ子さん
最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

□11月の催し物□
☆おはなし会☆
　10日（土）午前10時30分～
　おはなし会は、毎月第2土曜日の午前10時30分から！
☆としょかん講座☆
　点字・点訳講座
　6日（火）・20日（火）午後2時～　　講師：山口静枝さん
　文章の書き方講座
　24日（土）午後1時30分～　　講師：長島伸一さん

信州ふるさとのことば
（著：小池博子／八十二文化財団）
　信州の方言と文化を考える１冊。県
内でも地域ごとに異なる信州の方言。
様々な地域の方言の特徴や、ことばの
比較などの概観にとどまらず、大人と小
学生を対象としたアンケートによる、方
言の理解や使用実態などの調査結果も
掲載されている。

☆一般図書☆
・信濃武士　～鎌倉幕府を創った人々～
　（著：宮下玄覇／宮帯出版社）
・松代藩　シリーズ藩物語
　（著：田中博文／現代書館）
・写真記録　長野県の災害
　（監修：市川健夫／郷土出版社）
・給食で死ぬ!!
　（著：大塚　貢 他／コスモ21）
・ニッポンの負けじ魂　「パクス・ヤポニカ」と「軸の時代」の思想
　（著：山折哲雄／朝日新聞社）
☆児童図書☆
・ひらがなどうぶつ
　（著：岩合光昭／東京書籍）
・きのこの不思議　きのこの生態・進化・生きる環境
　（著：保坂健太郎／誠文堂新光社）
・探検！ものづくりと仕事人
　（著：山中伊知郎／ぺりかん社）
・いじめられている君へ　いじめている君へ　いじめを見ている君へ
　（編：朝日新聞社／朝日新聞出版）

1
8
15
22
29

4
11
18
25

6
13
20
27

7
14
21
28

3
10
17
24

2
9
16
23
30

5
12
19
26

■11月の休館日■
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９
月
30
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
第

52
回
町
民
運
動
会
の
開
会
式
で
、
村

上
小
学
校
５
年
生
の
田
村
純
菜
さ
ん

が
、
坂
城
町
体
育
協
会
か
ら
歴
代
４

人
目
と
な
る
栄
光
章
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
田
村
さ
ん
は
、
８
月
25
日（
土
）に

開
催
さ
れ
た
、
第
28
回
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
の
５
年
女
子

１
０
０
ｍ
走
に
お
い
て
見
事
全
国
優

勝
し
て
お
り
、
今
回
の
受
章
は
、
そ

の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
９
月
24
日（
月
）、
町
出
身
の
画
家

で
「
坂
城
町
特
命
大
使
」
の
小
松
美

羽
さ
ん
が
、
坂
城
中
学
校
で
３
年
生

に
美
術
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

  

授
業
は
、
ま
ず
小
松
さ
ん
が
自
身

の
作
品
３
点
を
用
い
て
絵
画
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
生
徒
が
自
分
の
作

品
を
見
せ
て
、
背
景
、
構
図
、
色
使

い
な
ど
の
気
を
つ
け
た
点
を
発
表
し
、

小
松
さ
ん
に
絵
の
描
き
方
を
質
問
す

る
と
い
う
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
か
ら
は
、
立
体
感
の
出
し

方
な
ど
具
体
的
な
質
問
が
出
て
、
小

松
さ
ん
は
実
際
に
絵
を
描
い
て
み
せ

る
な
ど
、
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

普
段
と
は
一
味
違
う
授
業
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
松
さ
ん
の
個
展
『
小
松

美
羽
展
　
信
州
か
ら
の
覚
醒
と
神
秘 

〜
原
点
〜
　
』
が
、
長
野
市
北
野
美

術
館
別
館
（
北
野
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ

ン
タ
ー
）
で
、
11
月
17
日（
土
）か
ら

12
月
16
日（
日
）ま
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
個
展
で
は
、
六
曲
一
双
の
金
屏

風
、
振
り
袖
、
木
綿
の
着
物
、
銅
版

画
、
ペ
イ
ン
ト
絵
画
、
映
像
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

※

入
場
料
が
７
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

丁寧にアドバイスする小松さん（右）丁寧にアドバイスする小松さん（右）

（左）田村純菜さん
（右）坂城町体育協会会長  山﨑良人さん
（左）田村純菜さん
（右）坂城町体育協会会長  山﨑良人さん

坂
城
町
特
命
大
使

小
松
美
羽
さ
ん
坂
中
で
美
術
の
授
業

坂
城
町
体
育
協
会
栄
光
章

田
村
純
菜
さ
ん 

歴
代
４
人
目
の
受
章

　
10
月
14
日（
日
）、
坂
城
中
学
校
で
、

第
12
回
更
埴
地
区
少
年
剣
道
坂
城

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
坂
城
町
と
千
曲
市
の
小

中
学
生
29
団
体
１
５
０
名
が
団
体

戦
で
競
い
合
い
、
日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

【
中
学
生
女
子
の
部
　
優
勝
】

清
水
虹
花
さ
ん
、
關
彩
香
さ
ん
、

箱
山
華
花
さ
ん
、
常
盤
千
乃
さ
ん
、

松
澤
み
の
り
さ
ん

（
全
員
坂
城
中
学
校
）

【
中
学
生
男
子
の
部
　
準
優
勝
】

赤
池
俊
輔
さ
ん
、
宮
下
大
河
さ
ん
、

臼
井
悠
真
さ
ん

（
全
員
坂
城
中
学
校
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
　
準
優
勝
】

柳
澤
奈
津
美
さ
ん
（
坂
城
小
学
校
）

大
石
亜
美
さ
ん
（
坂
城
小
学
校
）

岩
野
伊
里
さ
ん
（
坂
城
小
学
校
）

宮
下
倭
さ
ん
（
南
条
小
学
校
）

関
海
翔
さ
ん
（
坂
城
小
学
校
）

坂
城
の
少
年
少
女
剣
士
大
奮
闘
!!
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